
Copyright(C) 202２ OGIS-RI All rights reserved.

◼ SAPアドオン機能をルールベースで構築し、スピードと正確性が向上

⚫ 業務概要

経理担当者は、売掛金として請求した金額が
期日通りに正しく入金されていることを確認する。
複数の請求に対する入金パターンのバリエーション
が多く、照合ロジックが複雑で把握しずらい課題あり。

⚫ 課題

① 複雑な照合ロジックはSAP標準機能でカバーできず、アドオンで構築している。
そのため軽微な仕様変更でもシステム改修が必要であり時間がかかる。

② アドオンでカバーできない範囲は、経験値の高い人が作業することになりがちで、
作業できる人が限られる。

⚫ 対策

• SAPアドオンに実装している照合ロジック／消込ロジック、およびベテラン社員の判断フローを
ルールベース開発で構築する。

• ルールベース側はSAPから入金情報と債権情報を受け取り、入金消込結果SAPに応答する。

⚫ 導入効果：

① 決定表で入金消込ロジックを変更できるようになり、仕様変更に対してシステムが迅速に対応できる
ようになり、かつ改修コストが削減できた。

② 消込作業が属人的作業でなくなり、スピードと正確性が向上した。

ケーススタディ：入金消込（SAP×ルールベース開発）
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この資料にご興味をお持ちいただけましたら、是非ダウンロードをお申込みください。

一度のお申込みで、ルールベース開発関連の資料は掲載分すべてダウンロードいただけます。
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